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平成29年12月 日発行
発行元：塾熟出版（事務局）

〇すぎなみ大人”熟”してる？の発行にあたって〇　この新聞は事務局スタッフの視点と記録に基づいて作成しております。
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第５回　「学びの拠点　「学校」をひらく杉並第四小学校の高橋校長先生、高円寺純情商店街の吉田さん、高円寺地区地域
教育推進協議会事務局長増田さんから学校と地域の関わりについてお話いただきました。
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１１月３０日
＠杉並区立
　杉並第四小学校
　図書室　    

 受講生：２０名

今回会場となりました杉並第四小学校は大正１５年開校で創立９３周年。生徒数は２５

７人。平成１６年から併設する高円寺北子供園との幼保小連携教育、平成１９年度からは高

円寺中学校との小中一貫教育を実施しています。昨年度から杉並区の幼保小連携教育推進

校にも指定されています。 
幼保小連携教育の活動では、杉四小の２年生が子供園の入学式でお祝いの歌を歌う、年長

さんにザリガニ釣りを教えるといった活動があります。他にも、子供園の運動会を杉四小の

土曜授業に位置づけ、１・２年生が園児と一緒に大玉送り、３・４年生が応援、５．６年生

は運動会準備係としてお手伝いをしたりします。３学期には、年長さんを学校に呼んで、一

緒に給食を食べたりもするそう。 
小中一貫教育では、５年生、６年生の教室が高円寺中学校にあり、５・６年生は週に１回

高円寺中で１日を過ごします。今年で７年目の活動で、年１１回実施しています。高円寺中

の運動会には杉四小の全学年が参加します。他にも、わくわくフェスティバルで５・６年生

と中学生が一緒に合唱をしたり、中学校の先生が杉四小に出前授業する取組があります。 
学校が関わりを持っている子供園・ＰＴＡ・教育委員会・町会・児童館などの様々な機関

をつないでいるのが「学び支援本部（一般的には学校支援本部）」です。PTA とは別物であ

り、地域と学校をつなぐための組織です。平成１８年に杉並区に学校支援本部ができ、平成

２２年には全校に広まり、今ではそれぞれの学校の学習プランに沿って行われています。杉

四小には、杉四小・高円寺中学び支援本部があり、小中でコラボしながら、以下に挙げるよ

うな土曜授業・校外学習のコーディネート等をしています。 
「食育ミュージカル」は山形県の高校とのコラボで行うもので、今年で６年目。高校生が食

育をテーマに劇をしてくれるもので、子どもたちも喜んで見ているそう。「生き方を学ぶガ

イダンス」はゲストスピーカーに地域のことを話してもらう活動で、「高円寺かるた」や「杉

四カンパニー」のガイダンスにもなります。「高円寺かるた」は３年生が高円寺のまちを見

て回り、かるたを作る活動です。「杉四カンパニー」は自分たちでものをつくって売る活動

です。商品案を作成、評価会で保護者や地域の人たちにプレゼンし、販売商品を決定。融資

を取り付け、宣伝、商店街など地域の中で出店・販売、と本物の企業さながら。今年で６年

目になり、高円寺オリジナルポーチを売ったそう。売上個数は 500 個、金額にして２１万

円！利益は子ども達が用途を決め、ユニセフや緑の基金への寄付など社会貢献に使います

５年生の米づくりでは、山形県飯豊町の JA の職員さんが来校、指導してくれます。 

杉並第四小学校
高橋校長先生

高円寺純情商店街
吉田善博さん 

高円寺地区地域教育
推進協議会事務局長
増田　由巳子さん

今回会場となりました杉並第四小学校は大正１５年開校で創立９３周年。生徒数は２５

７人。平成１６年から併設する高円寺北子供園との幼保小連携教育、平成１９年度からは高

円寺中学校との小中一貫教育を実施しています。 
小中一貫教育では、５年生、６年生の教室が高円寺中学校にあり、５・６年生は週に１回

高円寺中で１日を過ごします。今年で７年目の活動で、年１１回実施しています。高円寺中

の運動会には杉四小の全学年が参加します。他にも、わくわくフェスティバルで５・６年生

と中学生が一緒に合唱をしたり、中学校の先生が杉四小に出前授業する取組があります。 
学校が関わりを持っている子供園・ＰＴＡ・教育委員会・町会・児童館などの様々な機関

をつないでいるのが「学び支援本部（一般的には学校支援本部）」です。PTA とは別物であ

り、地域と学校をつなぐための組織です。平成１８年に杉並区に学校支援本部ができ、平成

２２年には全校に広まり、今ではそれぞれの学校の学習プランに沿って行われています。杉

四小には、杉四小・高円寺中学び支援本部があり、小中でコラボしながら、以下に挙げるよ

うな土曜授業・校外学習のコーディネート等をしています。 
「食育ミュージカル」は山形県の高校とのコラボで行うもので、今年で６年目。高校生が

食育をテーマに劇をしてくれるもので、子どもたちも喜んで見ているそう。「生き方を学ぶ

ガイダンス」はゲストスピーカーに地域のことを話してもらう活動で、「高円寺かるた」や

「杉四カンパニー」のガイダンスにもなります。「高円寺かるた」は３年生が高円寺のまち

を見て回り、かるたを作る活動です。「杉四カンパニー」は自分たちでものをつくって売る

活動です。商品案を作成、評価会で保護者や地域の人たちにプレゼンし、販売商品を決定。

融資を取り付け、宣伝、商店街など地域の中で出店・販売、と本物の企業さながら。今年で

６年目になり、高円寺オリジナルポーチを売ったそう。売上個数は 500 個、金額にして２

１万円！利益は子ども達が用途を決め、ユニセフや緑の基金への寄付など社会貢献に使い

ます。５年生の米づくりでは、山形県飯豊町の JA の職員さんが来校、指導してくれます。

収穫まで１年間を通じた活動です。他にも、落語の授業や、「サイケデリーさん」（高円寺商

店街連合会の公式キャラ）をモチーフに高円寺のまちについて考える学習、高齢者や障害者

とのふれあい集会などがあります。他にも学び支援本部の尽力で、飯豊町にて農作業体験や

民泊・自然体験活動もしているそう。 
受講生の中には、学校で落語の講師として伝統芸能や話し方を教える授業をしている方

もおり、その時の体験もお話していただきました。 
「いいまちはいい学校をつくる。学校づくりはまちづくり」という言葉のように昔から地 



★高円寺コース　運営メンバーのご紹介★
高円寺コースは、大人塾卒業生や高円寺地域の方々にご協力いただきながら企画・運営しています。
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学校de○○カフェ受講生の考えた「学校de○○カフェ」 今回も後半はグループワークでした！
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受講生の皆さんの感想

・杉並区の教育が充実しているイメージでしたが、杉四小がこれほどたくさんのつながり、かかわりを大切にした取組をなさってい
ることに感激しました。こちらで学べる児童たちは幸せですね。
・選挙で杉四小に来たことがあるだけで、初めて図書室に入りました。自分の時代とは全く違うコミュニティができいたことに驚きま
した。グループワークのメンバーと息が合い、楽しくアイデア出しできました。楽しくできないといいアイデアは生まれないなとしみじ
み思いました。

・学校の裏側が見られて興味が湧いた。　・みんなで一つの企画を立てるのが難しかった。


